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財
産
の
取
得
を
可
決

（
春
日
部
消
防
署
豊
野
分
署

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
等
）

市
立
東
中
学
校
校
舎
改
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
を
可
決

　

被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
と
被
災
者
の
意
見
を
尊
重
し
た

　
総
合
的
な
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

市
立
東
中
学
校
校
舎

改
築
工
事（
建
築
工
事
）

請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

　

現
在
の
東
中
学
校
校
舎
は
、
市

内
の
公
立
小
中
学
校
で
一
番
古
く
、

南
側
校
舎
を
昭
和
37
年
度
に
市
内

初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
建

設
し
ま
し
た
。

　

校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
度
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

現
状
の
分
析
や
課
題
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
度
、
総
合
振
興

計
画
及
び
校
舎
改
築
工
事
基
本
設

計
で
示
さ
れ
た
方
針
を
基
に
実
施

設
計
を
完
了
し
、
今
年
度
、
法
令

に
基
づ
き
、
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
を
行
い
、
川
土
・
鶴
見
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
落
札
業

者
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
環
境
共
生
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
な
施
設
や
安
全
・
安
心
な

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
に
対
応
で
き
る
、
地

域
と
調
和
し
た
施
設
と
い
う
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　

敷
地
の
南
西
角
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
（
一
部
４

階
建
て
）
で
建
設
し
、
普
通
教
室

23
室
、
特
別
教
室
24
室
を
有
す
る

ロ
の
字
型
の
校
舎
は
広
い
中
庭
が

特
徴
で
す
。
そ
の
他
工
事
と
し
て

駐
輪
場
や
駐
車
場
の
整
備
を
含
み
、

新
校
舎
は
、
平
成
25
年
１
月
か
ら

の
使
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

議
員
提
出
議
案

　

現
在
の
豊
野
分
署
の
救
急
自
動

車
は
、
平
成
13
年
10
月
に
配
置
さ

れ
、
約
９
年
間
使
用
し
老
朽
化
が

進
み
、
救
急
資
機
材
も
含
め
劣
化

に
よ
る
故
障
等
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
す
。
市
民
生
活
の
安
全
を

守
る
と
い
う
消
防
の
責
務
を
十
分

に
果
た
す
た
め
、
こ
の
た
び
買
い

換
え
を
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
、
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を

行
い
、
車
両
は
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
春
日
部
店
が
、
高
度

救
命
処
置
用
資
機
材
は
エ
イ
バ
ン

商
事
株
式
会
社
が
落
札
業
者
と
な

り
ま
し
た
。

　

春
日
部
消
防
署
豊
野
分
署
災
害

対
応
特
殊
救
急
自
動
車
及
び
高
度

救
命
処
置
用
資
機
材
は
、
重
度
傷

病
者
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、

傷
病
者
が
心
肺
停
止
状
態
の
と
き

に
救
急
救
命
士
が
使
用
す
る
気
道

確
保
用
資
機
材
、
自
動
体
外
式
除

細
動
器
及
び
輸
液
用
資
機
材
を
は

じ
め
と
す
る
高
度
な
各
種
救
急
資

機
材
を
備
え
た
高
規
格
の
救
急
自

動
車
で
、
セ
ミ
キ
ャ
ブ
オ
ー
バ
ー

型
の
車
体
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
の
四

輪
駆
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お

乗
車
定
員
は
８
人
で
す
。

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、

死
者
・
行
方
不
明
者
が
２
万
人
を

超
え
、
今
も
12
万
人
を
超
え
る

人
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

巨
大
な
津
波
に
よ
っ
て
、
住
居

な
ど
の
生
活
基
盤
の
み
な
ら
ず
、

農
漁
業
・
中
小
企
業
の
生
活
基
盤

ま
で
も
が
広
範
囲
に
わ
た
り
破
壊

さ
れ
、
被
災
者
の
救
援
と
生
活
・

産
業
の
基
盤
回
復
は
急
務
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
お
か
れ
た
現
状
は
、

き
わ
め
て
深
刻
で
す
。
被
災
地
で

は
、
食
事
や
生
活
必
需
品
、
医
療

の
提
供
・
衛
生
の
確
保
、
避
難
所

の
住
環
境
整
備
な
ど
を
は
じ
め
、

災
害
救
助
法
で
規
定
す
る
救
助
内

容
が
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
活
動
の
縮
小
し
た

経
済
状
況
か
ら
は
、
激
甚
災
害
指

定
や
被
災
者
生
活
支
援
制
度
の
拡

充
な
ど
従
来
の
支
援
を
超
え
た
対

被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
と

被
災
者
の
意
見
を
尊
重
し
た

総
合
的
な
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を

求

め

る

意

見

書

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
経
済
の
危
機
克

服
、
新
た
な
地
震
・
津
波
対
策
な

ど
、
政
府
が
具
体
的
に
被
災
者
の

意
見
を
尊
重
し
た
総
合
的
な
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
は
、

国
民
や
国
際
社
会
か
ら
も
信
頼
を

取
り
戻
す
必
須
の
第
一
歩
で
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、

被
災
者
の
迅
速
な
生
活
再
建
と
被

災
者
の
意
見
を
尊
重
し
た
総
合
的

な
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
に

速
や
か
に
以
下
の
対
策
を
実
行
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

救
助
・
救
援
措
置
を
県
市
町

　

村
任
せ
に
す
る
こ
と
な
く
、
国

　

の
責
任
で
至
急
か
つ
全
面
的
に

　

実
施
す
る
こ
と
。

２　

仮
設
住
宅
建
設
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況

　

の
問
題
点
を
早
急
に
把
握
し
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
民
の
ニ

　

ー
ズ
を
反
映
し
た
仮
設
住
宅
の

　

設
置
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

３　

被
災
者
の
生
活
の
実
情
に
応

　

じ
た
金
銭
支
給
（
災
害
救
助
法

　

第
23
条
第
２
項
）
が
実
施
さ
れ

　

る
よ
う
、
国
と
し
て
都
道
府

　

県
・
市
町
村
に
徹
底
を
は
か
る

　

こ
と
。

４　

農
漁
業
者
や
そ
の
関
連
業
者

　

の
被
害
の
甚
大
さ
に
照
ら
し
て
、

　

生
業
に
必
要
な
資
金
、
器
具
、

　

資
料
の
給
与
ま
た
は
貸
与
や
必
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要
な
場
合
の
金
銭
支
給
は
現
行

　

の
災
害
救
助
法
（
法
第
23
条
第

　

１
項
第
７
号
、
第
２
項
）
で
可

　

能
な
措
置
で
あ
る
の
で
、
至
急

　

実
施
す
る
こ
と
を
指
導
、
徹
底

　

す
る
こ
と
。

５　

被
災
者
へ
の
十
分
な
救
助
・

　

救
援
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
に

　

よ
る
全
額
費
用
負
担
を
原
則
と

　

す
る
法
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

　

被
災
地
の
自
治
体
が
安
心
し
て

　

救
助
・
救
援
に
専
念
で
き
る
よ

　

う
に
す
る
こ
と
。

６　

一
元
的
か
つ
総
合
的
な
機
関

　

を
設
置
し
、
従
来
の
災
害
復
旧

　

支
援
を
超
え
た
対
策
を
行
う
こ

　

と
。

７　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

　

発
電
所
の
事
故
対
応
は
国
の
責

　

任
の
も
と
、
最
終
的
な
収
束
ま

　

で
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ

　

と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
23
年
６
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

総
務
大
臣　

様

財
務
大
臣　

様

国
土
交
通
大
臣　

様

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）　

様　

　
　
　
【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

　

春
日
部
市
議
会
で
は
、
平
成
22

年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て
、
協
議
・
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
基
本
条
例
は
、
市
民

と
市
議
会
と
の
あ
り
方
や
議
会
の

責
務
な
ど
の
基
本
的
事
項
を
定
め

る
条
例
で
、
議
会
改
革
を
進
め
る

上
で
根
本
基
準
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、（
仮
称
）
春
日
部
市

議
会
基
本
条
例
骨
子
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

10
月
１
日
・
８
日
の
２
日
間
、
市

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
時
間
や
会
場
等
に

関
す
る
詳
細
は
、
後
日
、
広
報
か

す
か
べ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

案
内
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
春
日
部
市
議
会

基
本
条
例
に
関
す
る

市
民
説
明
会
を
10
月
１
日（
土
）・

８
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す

次の定例会は
８月24日（水）
開会予定です

　本会議の傍聴を希望される方は、市役
所本庁舎３階の傍聴者受付で、住所及び
氏名をご記入の上、傍聴券を受け取り、
傍聴席に入場してください。傍聴席は
５６席（車イス傍聴席２席含む）です。
　本会議は、通常午前１０時から開催さ
れます。

 ６ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
（○：賛成　╳：反対）

議案番号 　　議　　案　　名　　　  （　）は付託委員会名 審議結果

新

政

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

緑
新
ク
ラ
ブ

春

和

会

社
会
民
主
党

議案第 29 号 専決処分の承認を求める［平成22年度一般会計補正予算（第５号）］（総務・厚生福祉・建設） 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 30 号 専決処分の承認を求める［税条例の一部改正］ （総　　務）承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 31 号 税条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 平成23年度一般会計補正予算（第１号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33 号 市立東中学校校舎改築工事（建築工事）請負契約の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 市立東中学校校舎改築工事（電気設備工事）請負契約の締結 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 35 号 市立東中学校校舎改築工事（空調換気設備工事）請負契約の締結（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 36 号 市立東中学校校舎改築工事（給排水衛生設備工事）請負契約の締結（教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 37 号
財産の取得について［春日部消防署豊野分署災害対応特殊救急自
動車及び高度救命処置用資機材］

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 38 号 平成23年度一般会計補正予算（第２号） （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
議第２号議案

被災者の迅速な生活再建と被災者の意見を尊重した総合的な復興
ビジョン策定を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第３号議案 公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第４号議案
福島原発事故の早期収束、原発被害への迅速かつ完全な補償及び
原発依存から自然エネルギーへの転換を求める意見書

（付託省略）否　　決 × × ○ ○1
×3 × ○

議第５号議案 社会保障を理由にした際限なき消費税増税に反対する意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ × × ○

請　願
請願第４号

子宮頸ガン予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
公費助成実施を全額国費で実施するよう意見書の提出を求める請願

（厚生福祉）継続審査

請願第５号 リフォーム助成の創設を求める請願 （建　　設）不 採 択 × ○ ○ × ○ ×

請願第６号 公契約条例の制定を求める請願 （総　　務）不 採 択 × ○ ○ × × ○


